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２
０
２
５
年
２
月
３
日
。
人
生
初
の
節
分
会

追つ
い

儺な

豆ま
め

撒ま
き

式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
「
お
不
動
様
は
鬼
は
外
と
は
言
わ
れ
な
い
」 

こ
の
慈
悲
深
い
お
言
葉
か
ら
、
成
田
山
の
節
分

が
特
別
で
あ
る
と
知
り
、
ま
た
新
た
な
指
標
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　

歌
手
と
し
て
活
動
す
る
に
は
、
健
康
で
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

毎
朝
最
初
に
行
う
日

課
は
「
あ
ー
」
っ
と
声
が
出
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
日
々
で
す
の
で
、
運
動
や
食
生
活
に

気
を
付
け
、
人
混
み
は
な
る
べ
く
避
け
、
健
康

維
持
に
努
め
る
事
も
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
、
来
年
還
暦
を
迎
え
る
年
頃
の
私

は
、
ス
ト
レ
ス
発
散
と
い
う
よ
り
も
「
自
分
の

機
嫌
は
自
分
で
と
る
」
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

　
「
も
う
60
歳
に
な
る
」
と
言
う
の
か
、
は
た

ま
た
「
ま
だ
60
歳
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
」
と

言
う
の
か
、、。

　

思
い
癖
は
な
か
な
か
気
付
き
ず
ら
い
も
の
。 

　

若
い
頃
は
、
何
で
も
努
力
す
れ
ば
叶
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
は
な
ら
な

い
け
れ
ど
、思
っ
た
よ
う
に
な
っ
て
行
く
、、、。 

　

や
り
た
い
事
と
や
れ
る
事
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
事
に

気
付
き
だ
す
と
、
自
分
の
課
題
と
向
き
合
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。 

　
「
思
い
癖
」
は
案
外
厄
介
で
、
誰
か
や
何
か

の
せ
い
に
い
つ
の
間
に
か
し
て
し
ま
う
、、。
そ

う
感
じ
た
と
し
て
も
、
他
人
を
変
え
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。

　

と
な
れ
ば
、
自
分
で
折
り
合
い
を
付
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

　

私
は
生
き
方
が
歌
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
ら
ば
、
起
き
る
出
来
事
は
全
て
私
へ
の

ギ
フ
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

帰
り
の
新
幹
線

で
流
れ
る
景
色
を
眺
め
て
い
た
ら
、
そ
れ
は

き
っ
と
「
福
は
内
」
だ
け
を
唱
え
る
こ
と
と
同

じ
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。 

自
分
へ
幸
せ
を
運
ぶ
寛
容
な
心
で
過
ご

せ
た
な
ら
、
そ
ん
な
に
素
敵
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

今
日
の
出
来
事
は
、
私
の
節
分
が

１
８
０
度
変
わ
る
記
念
す
べ
き
日
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
て
、
ま
た
新
し
い

１
日
を
始
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
度
は
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

自
分
の
機
嫌
は
自
分
で
と
る

花
ま
つ
り

四
月
六
日
～
八
日

慶
祝 

釈
尊
ご
生
誕

灌か
ん

仏ぶ
つ

会え

春
爛
漫
の
「
憩
い
の
場
」

犬山成田山 検索

犬山成田山
ホームページ

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

毎月 1 回 25 日発行

高

橋

洋

子

執
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　 

レ
コ
ー
ド
大
賞
新
人
賞
・
有
線
大
賞
新
人
賞
受
賞
。

代
表
曲
「
残
酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ
」「
魂
の
ル
フ

ラ
ン
」。
テ
レ
ビ
・
国
内
外
で
活
躍
中
。

歌
手
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灌か

ん

仏ぶ

つ

会え

慶
祝
釈
尊
ご
生
誕

四
月
六
日
（
日
）、
七
日
（
月
）

　
　
八
日
（
火
）　
聖
蘭
堂
に
て

　
四
月
八
日
は
、
仏
教
を
開
か
れ
た
釈
尊
（
お
釈
迦
さ

ま
）
の
ご
生
誕
日
で
す
。
当
山
で
は
釈
尊
ご
生
誕
を
祝

し
、
誕
生
仏
（
釈
尊
の
像
）
を
花は

な

御み

堂ど
う

に
お
祀
り
し
て

甘
茶
を
灌
ぐ
『
灌
仏
会
』
を
四
月
六
日
、
七
日
、
八
日

の
三
日
間
厳
修
い
た
し
ま
す
。
甘
茶
の
ご
接
待
も
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

花
ま
つ
り

◆
と

き
　
四
月
二
十
九
日
よ
り
五
月
六
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
作
品
提
出
締
切
は
六
日
午
後
五
時

◆
と

こ

ろ
　
当
山
境
内
及
び
成
田
山
貞
照
寺
（
岐
阜
県
各
務
原
市
）

◆
参
加
資
格
　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

◆
参

加

料
　
無
　
料

◆
参

加

賞
　
作
品
提
出
時
に
参
加
賞
（
お
菓
子
・
飲
物
）

　
　
　
　
　
　
　
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
画

材
　
指
定
画
用
紙
は
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
絵
の
具
、
ク
レ
パ
ス
、
画
板
、
筆
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
ご
持
参
下
さ
い
。

◆
入
賞
者
発
表
　
当
山
Ｈ
Ｐ
「
犬
山
成
田
山
」
に
て
五
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
に
発
表
。
ま
た
出
品
団
体
等
に
入
賞
者
の
名

　
　
　
　
　
　
　
簿
を
送
付
し
ま
す
。

◆
表

彰

式
　
六
月
二
十
九
日
（
日
）　
午
前
十
時

　
　
　
　
　
　
　
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

学
童
写
生
大
会

第70回

こ
と
に
よ
り
災
厄
が
祓
わ
れ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
参
拝
者
が

大
門
を
く
ぐ
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

尚
、
当
山
で
は
、
合
格
祈
願
、

厄
除
祈
願
の
ご
祈
祷
は
、
一
年
を

通
し
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

三
月
十
二
日
、
成
田
山
勧
学
院

生
一
名
が
山
尾
勧
学
院
監
督
と
と

も
に
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
田
山
勧
学
院
は
、
成
田
山
新

勝
寺
に
設
け
ら
れ
た
真
言
宗
智
山

派
僧
侶
の
育
成
機
関
で
、
本
年
度

は
一
名
の
院
生
が
修
行
し
て
お
り

ま
す
。

春
彼
岸
会
法
要
営
む

合
格
祈
願
会
・
厄
除
大
祈
願

結
願

宗
祖
弘
法
大
師
正し

ょ
う

御み

え

く

影
供
営
む

成
田
山
勧
学
院

　
　
祖
山
参
拝

　

春
分
の
日
と
な
る
三
月
二
十

日
、午
後
二
時
よ
り
大
師
堂
に
て
、

ご
先
祖
さ
ま
へ
報
恩
感
謝
の
誠
を

捧
げ
、
自
然
を
称
え
生
物
を
慈
し

む
「
春
彼
岸
会
法
要
」
が
、
小
豆

畑
主
監
お
導
師
の
も
と
営
ま
れ
ま

し
た
。

　

法
要
に
は
大
師
堂
地
階｢

霊
雲

閣｣

に
お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
る
ご

遺
族
を
は
じ
め
、
先
祖
供
養
、
水

子
供
養
の
誠
を
捧
げ
る
多
数
の

方
々
が
参
列
さ
れ
、
職
衆
が
読
経

す
る
中
、
諸
精
霊
に
供
養
の
香
を

手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
一
日
、
午
前
十
時
よ

り
大
師
堂
に
て
「
正
御
影
供
」
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
真
言
宗
の
宗
祖
で

あ
る
弘
法
大
師
が
承
和
二
年

（
八
三
五
）、
高
野
山
に
て
ご
入
定

さ
れ
た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
お
大

師
さ
ま
の
ご
尊
像
の
ご
宝
前
で
法

要
が
営
ま
れ
、
宗
祖
弘
法
大
師
に

報
恩
感
謝
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

当
山
で
は
、
受
験
合
格
、
学
業

成
就
を
祈
願
す
る『
合
格
祈
願
会
』

が
、
一
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厄
難
消
除
・
身
体
健
全

を
祈
願
す
る
『
厄
除
大
祈
願
』
が
、

二
月
四
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
年
は
『
厄
除
大
祈
願
』

の
期
間
中
、
本
堂
前
に
「
厄
除
大

門
」
が
奉
設
さ
れ
ま
し
た
。【
写

真
右
下
】
厄
除
大
門
は
、
く
ぐ
る
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出
世
稲
荷
の
ご
縁
日
で
あ
る
二

月
十
七
日
（
二
の
午
）、
出
世
稲

荷
堂
に
て
出
世
稲
荷
祭
が
厳
修
さ

れ
、
大
勢
の
御
信
徒
が
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。

◆
お
供

栃
木
県　
　

渡　

邉　
　

千　

永

各
務
原
市　

み
お
商
店

◆
銅
板

羽
島
市　
　

藤　

田　
　

敦　

子
　
　
　
　
　

西　

川　
　

淳　

一

各
務
原
市　

酒　

向　
　

妙　

子

◆
の
ぼ
り

各
務
原
市　

み
お
商
店

　

〃　
　
　

三
尾
石
油

　

〃　
　
　

村　

田　
　

真　

澄

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

　
　
　
　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

　

三
月
九
日
、
四
日
市
支
部
（
支

部
長
＝
上
杉
勝
治
氏
）
の
支
部
総

参
拝
並
び
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
所

願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
大

護
摩
供
終
了
後
、
信
徒
会
館
一
階

ホ
ー
ル
に
て
総
会
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
小
豆
畑
主
監
の
挨
拶
を
頂

戴
し
、
上
杉
支
部
長
の
挨
拶
後
、

議
題
に
う
つ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
収

支
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
今
年

度
の
事
業
報
告
案
並
び
に
予
算
案

が
提
出
さ
れ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
寂
光
院
副
住
職
様
よ

り
法
話
を
頂
戴
し
総
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。
閉
会
後
は
懇
親
会
が
行

わ
れ
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻
記

　

御
嵩
冨
士
支
部
（
副
支
部
長
＝

日
比
野
篤
氏
）
の
役
員
会
が
二
月

十
二
日
、
地
元
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
題
と
し
て
は
、
今
後
の
支
部

運
営
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。慎
重
に
協
議
さ
れ
ま
し
た
が
、

運
営
が
困
難
な
為
、
支
部
を
閉
じ

る
運
び
と
な
り
、
永
き
に
渡
る
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
、
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
山
記

犬
山
市　
　

石　

田　
　

美
智
子

愛
西
市　
　

東　

池　
　

良　

子

　

〃　
　
　

曽　

我　
　

恵　

里

　

〃　
　
　

曽　

我　
　

友　

明

　

〃　
　
　

曽　

我　
　

凌　

大

羽
島
市　
　

曽　

我　
　

祐　

音

　

〃　
　
　

田　

中　
　

成　

規

海
津
市　
　

諏　

訪　
　

浩　

宣

　

〃　
　
　

諏　

訪　
　

さ
と
子

貞
照
寺
だ
よ
り

灌
か ん

仏
ぶ つ

会
え慶祝 

釈尊ご生誕

４ 月 ６ 日 （ 日 ）
　 　 ７ 日 （ 月 ）
　 　 ８ 日 （ 火 ）

　誕生仏に甘茶を灌ぎ、お釈迦様のご
生誕をお祝い下さい。甘茶のご接待も
ございます。ご家族お揃いでどうぞお
参り下さい。

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

支
部
総
会
開
催

ー
四
日
市
支
部
ー

出
世
稲
荷
祭
厳
修

ホームページ
ＱＲコード

春
彼
岸
会
法
要
営
む

　

三
月
二
十
日
、
ご
先
祖
さ
ま
始

め
一
切
の
精
霊
を
供
養
す
る
春
彼

岸
会
法
要
が
営
ま
れ
、
大
勢
の
檀

信
徒
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
法
要
後
、
墓
前
、
子

育
・
水
子
地
蔵
尊
ご
宝
前
に
各
々

足
を
運
ば
れ
、
香
を
手
向
け
供
養

の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

４月 29 日～５月６日

学 童 写 生 大 会

詳細は２面をご覧下さい

第 70 回

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

令
和
７
年
１
月

ー
御
嵩
冨
士
支
部
ー

役
員
会
開
催

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

成
田
山
索な

わ

の
会

入
会
の
ご
案
内

　
成
田
山
の
ご
信
徒
に
よ
り｢

成
田

山
索
の
会｣
と
い
う
外
護
団
体
が
結

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
索
の
会
は
成
田
山
ご
本
尊
お
不

動
さ
ま
が
左
手
に
持
つ
「
索
」
の

功
徳
で
あ
る
四し

し
ょ
う摂(

布ふ

せ施
・
愛あ

い
ご語
・

利り
ぎ
ょ
う行
・
同ど

う
じ事)

を
会
の
精
神
と
し
、

会
員
同
士
が
語
り
合
い
、
親
し
む
機

会
を
得
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
是

非
ご
入
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

　
◆
お
問
い
合
わ
せ

　
　
〇
五
六
八(

六
一)

二
五
八
三

　
　
　｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局
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植
　
樹

各
務
原
市　

松　

田　
　
　
　

聰

　

〃　
　
　

松　

田　
　

良　

子

　

〃　
　
　

松　

田　
　

篤　

尚

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

尾
張
旭
市　

㈲
ミ
マ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　

平
松　

邦
博

一
宮
市　
　

石　

井　
　

伸　

光

　

〃　
　
　

石　

井　
　

清　

子

羽
島
郡　
　

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
㈱

西
尾
市　
　

花
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

朋

一
宮
市　
　

山　

北　
　

益　

徳

　

〃　
　
　

山　

北　
　

清　

美

可
児
郡　
　

河　

村　
　

知
世
子

可
児
市　
　

田　

坂　
　

一　

女

犬
山
市　
　

梅　

田

　

〃　
　
　

松　

山

犬
山
市　
　

梅　

田

名
古
屋
市　

松　

井　
　

俊　

幸

海
津
郡　
　

㈲
み
の
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

恵
里

揖
斐
郡　
　

岩　

崎　
　

光
企
夫

清
須
市　
　

吉
水
工
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
水　

清

名
古
屋
市　

角　
　
　
　

俊　

雄

　

〃　
　
　

角　
　
　
　

哲　

江

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

名
古
屋
市　

豊
島
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
島　

半
七

豊
田
市　
　

ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

　
　
　
　
　
　

堤
工
場
車
体
部

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

昌
宏

一
宮
市　
　

平　

松　
　

聖　

子

各
務
原
市　

東
海
共
栄
サ
ポ
ー
ト
㈱

　

〃　
　
　

渡　

辺　
　
　
　

敦

東
京
都　
　

㈱
ソ
ニ
ッ
ク
フ
ロ
ー

岩
倉
市　
　

水　

谷　
　

真
理
子

名
古
屋
市　

㈱
エ
ム
エ
ス
サ
ー
ビ
ス

　

〃　
　
　

協
友
運
送
㈱

恵
那
市　
　

小　

川　
　

恵　

介

江
南
市　
　

リ
ュ
ウ
エ
イ
機
工
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　

小
森　

隆
之

石
川
県　
　

打　

本　
　
　
　

渉

江
南
市　
　

㈱
貴
翔
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

茂
信

名
古
屋
市　

小
笠
原　
　

尚　

高

　

〃　
　
　

小
笠
原　
　

ま　

み

　

〃　
　
　

㈲
暮
石
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　

暮
石　

茂
則

名
古
屋
市　

㈱
新
生
工
務

小
牧
市　
　

木　

野　
　

沙　

希

東
海
市　
　

㈱
シ
ン
キ
・

　
　
　
　
　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

德
道

犬
山
市　
　

㈱
Ｍ
Ｔ
Ｂ

各
務
原
市　

山　

崎　
　
　
　

圭

　

〃　
　
　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

　

〃　
　
　

奥　

田　
　

道　

貴

　

〃　
　
　

奥　

田　
　

結
里
恵

岐
阜
市　
　

正　

村　
　

仁　

美

　

〃　
　
　

剱
崎
建
設
㈱
清
友
会

　

〃　
　
　

剱
崎
建
設
㈱

　
　
　
　
　

労
働
災
害
防
止
協
力
会

揖
斐
郡　
　

岩　

崎　
　

光
企
夫

半
田
市　
　

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

多
治
見
市　

㈱
Ｔ
Ｙ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
込　

進

春
日
井
市　

石　

川　
　

利　

美

名
古
屋
市　

協
和
機
工

　
　
　
　
　
　
　
　

松
村　

孝
紀

知
多
郡　
　

間　

瀬　
　

勝　

久

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

剱
崎
清
友
会
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部
員
安

藤
功
氏
が
三
月
二
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
告
別
式
は
、
三
月
三
日
㈱

野
木
入
フ
ァ
ミ
リ
ー
ノ
赤
堂
童
子

で
営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
、
安

藤
肇
氏

　

成
田
山
索
の
会
広
見
支
部
副
支

部
長
細
田
收
氏
が
三
月
六
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
、
三
月

九
日
可
児
市
清
香
苑
ユ
ニ
オ
ン

ホ
ー
ル
ま
ほ
ら
で
営
ま
れ
ま
し

た
。
喪
主
は
、
細
田
康
司
氏

小
六
　
　
石
黒
　
明
莉

小
四
　
　
市
川
　
和
果

小
三
　
　
羽
田
野
陽
生

【
評
】
し
っ
か
り
と
し
た
筆
使
い
で

上
手
に
ま
と
め
ま
し
た
。

【
評
】
一
点
一
画
落
ち
着
い
た
作

品
に
な
り
ま
し
た
。

【
評
】
て
い
ね
い
に
書
け
て
よ
ろ
し
い
。

努
力
の
あ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

４月の成田山行事
◆御縁日　1 日、15 日、28 日
◆灌

か ん ぶ つ え

仏会
　　　６日、７日、８日　聖蘭堂
◆春の交通安全週間特別御祈祷
　　　　　　　　６日～ 15 日
◆御詠歌講習会　15 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆写経会　28 日　信徒会館 3 階
◆学童写生大会
　　　4 月 29 日～ 5 月 6 日

紙
上
書
道
展

二　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
登
山
講
社

二
月
の
自
動
車
特
別

御
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

二
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

行事は中止または内容が変更となる場合が
ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

お
く
や
み

安
藤
　
功
氏

細
田
　
收
氏

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通
安 全 之 証」 を 授
与 し て、 よ り 一
層 の 交 通 安 全 の
ご 加 護 を 得 ら れ
ま す よ う 心 よ り
お 祈 り 申 し 上 げ
ております。

春の交通安全週間

特別御祈祷の御案内

期間　４月６日～ 15 日

「
編
集
室
よ
り
」
は
紙
面
の

都
合
上
、休
載
い
た
し
ま
す
。


